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主要ニュース 

【内政】 ●与党からはポンタ首相が，野党からはヨハニス・シビウ市長がそれぞれ大統領選挙出馬を正 

      式に表明。 

【外政】 ●ポンタ首相は，ヤシ＝ウンゲニ間天然ガス・パイプライン開通式に出席。 

【経済】 ●２０１４年第１四半期のＧＤＰ成長率を３．９％，対前期比も０．２％に，それぞれ上方修正。 

     ●２０１４年第２四半期のＧＤＰ成長率は，対前期比で－１．０％，対前年同期比では１．４％。 

     ●対前年同月比の消費者物価上昇率は６月末には０．６６％，７月末には０．９５％。 

     ●８月４日，ルーマニア中央銀行は，政策金利を３．５％から３．２５％への引下げを決定 

      (５日から実施)。 

【我が国との関係】 ●日本ルーマニア音楽協会会長の嶋田和子氏及び指揮者の及川光悦氏に対し，ルーマ 

           ニア文化勲章が，トゥルグ・ムレシュ交響楽団常任指揮者の尾崎晋也氏に対し，平    

           成２６年度日本国外務大臣表彰が授与された。 

 

内政

■大統領選挙に向けた動き 

【ポイント】現時点で大統領選挙において有力と見ら

れているポンタ首相（ＰＳＤ党首）とヨハニス・シビ

ウ市長（ＰＮＬ党首）がそれぞれ大統領選挙への出馬

を正式に表明。これまでのところ，多くの世論調査で

ポンタ首相有利との結果が示されており，ＰＳＤ陣営

は，ポンタ首相の優位を固めるための方策を講じ始め

ている。そうした中で，ポンタ首相の，自身が大統領

に就任した際の首相候補についての発言が注目される。 

 

【政府／与党の動き】 

・７月２４日，ポンタ首相は，インターネット上で行

われたインタビューにおいて，本年１１月の大統領選

挙に自身が立候補する意向であることを初めて留保な

しに表明。同首相の大統領選挙立候補は，７月２９日

に開催されたＰＳＤ全国評議会で承認された（注：Ｐ

ＳＤ全国評議会は，同党党大会に次ぐ党の意思決定機

関。ポンタ首相の同党からの大統領選挙立候補は，９

月１２日に開催される予定のＰＳＤ党大会で最終的に

承認される見込み）。 

・７月１９日，民間ＴＶに出演したポンタ首相は，自

身が大統領に就任した際に指名する首相は，親欧州で

組織の経験を有する人物である，ドラグネアＰＳＤ執

行副党首はおそらくＰＳＤ党首となるだろうと発言し

た（アジェルプレス）。またポンタ首相は，自身が大

統領となったときの首相はＰＳＤから選ばれるとは限

らないとも発言した（８月２６日，アジェルプレス）。 

・８月２８日，政府は臨時閣議を開催し，市長等の政

党移籍を一時的に可能とする緊急政令を採択した。本

緊急政令の発効後（９月５日発効），市長等は４５日

以内に現在所属している政党に留まるか，他の政党に

移籍するか，無所属となるかを選択することができる。 
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【ＰＮＬ－ＰＤＬの動き】 

・８月１１日，ＡＣＬは，大統領選挙における統一大

統領候補をヨハニスＰＮＬ党首，首相候補をプレドイ

ユＰＤＬ筆頭副党首とすることを決定した旨発表した

（注：７月２２日，大統領選挙に向けたＰＮＬ及びＰ

ＤＬの選挙協力を「キリスト教自由同盟（ＡＣＬ）」

の名称において実施することが発表されていた）。 

・大統領候補発表に先立つ７月２６日，ＰＮＬ及びＰ

ＤＬはそれぞれ臨時党大会を開催し，両党の合併を定

める両党の協力議定書を承認した。同議定書は，その

後開催されたＰＮＬ－ＰＤＬ合同の党大会において承

認された。同議定書によれば，合併後に誕生する新党

の名称は国民自由党（ＰＮＬ）であることが確認され，

当面の間は，両党の現執行部による集団指導体制とし，

新ＰＮＬの指導部選出のための党内選挙は２０１７年

１月以降に行われることとなった。 

・７月２６日，ＦＣは臨時党大会を開催し，ＰＤＬと

の合併を決定し，ウングレアーヌＦＣ党首は，ＰＤＬ

筆頭副党首として迎えられることとなった。 

 

【その他の政党の動き】 

・８月１８日，ＰＭＰ候補として大統領選挙に出馬の

意向を示していたディアコネスク「国民の運動」財団

理事長は，同党を離党し，無所属候補として選挙に臨

むことを表明した。これを受けてＰＭＰは１９日，同

党全国評議会を開催し，ウドレア党首をＰＭＰの大統

領候補とすることを決定した。バセスク大統領は，そ

れまでディアコネスク「国民の運動」理事長支持を明

確にしていたが，右動きを受けてウドレアＰＭＰ党首

を支持する意向を表明した（ディアコネスク理事長も

後にウドレア党首支持を表明）。 

・８月１－２日，ＰＲＬは同党初となる党大会を開催

し，タリチャーヌ上院議長を同党党首に選出した。 

 

【世論調査結果】 

・７月～８月にかけて公表された世論調査結果は次の

とおり。 

① Political Rating Agency（実施期間：６月１６～

２２日） 

（第一回投票）  

ポンタ首相：             ４６．３％ 

ヨハニス・シビウ市長：        ３２．６％ 

（決選投票） 

ポンタ首相／ヨハニス市長：    ５５％／４５％  

 

② ＩＮＳＣＯＰ（調査期間：７月１～６日） 

（第一回投票） 

ポンタ首相：             ４３．６％ 

ヨハニス市長：            ３１．２％ 

（決選投票） 

ポンタ首相／ヨハニス市長：５２．８％／４７．２％ 

 

③ ＣＵＲＳ（６月２７日～７月２日実施） 

（第一回投票） 

 ポンタ首相：              ４７％ 

 ヨハニス・シビウ市長：         ２８％ 

（決選投票） 

 ポンタ首相／ヨハニス市長：   ５３％／４７％ 

 

④ ＢＣＳ（７月３～１２日実施） 

（第一回投票） 

 ポンタ首相：             ３９．４％ 

 ヨハニス市長：            ３３．３％

（決選投票） 

 ポンタ首相／ヨハニス市長：４９．６％／５０．４％ 

 

⑤ ＣＳＣＩ（７月１０～１６日実施） 

（第一回投票） 

 ポンタ首相：              ４１％ 

 ヨハニス市長：             ２８％ 

（決選投票） 

 ポンタ首相／ヨハニス市長：   ５５％／４５％ 

 

⑥ ＩＲＳＯＰ（７月１０～１７日実施） 

（第一回投票） 

 ポンタ首相：              ３２％ 

 ヨハニス市長：             ２１％

（決選投票） 

 ポンタ首相／ヨハニス市長：   ４９％／４３％ 

 

⑦ ＣＳＣＩ（８月１１～１４日実施） 

（第一回投票） 

 ポンタ首相：              ４６％ 

 ヨハニス市長：             ２４％ 

（決選投票） 

 ポンタ首相／ヨハニス市長：   ５８％／４２％ 
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【政党等略称】 

ＰＳＤ：社民党，ＰＮＬ：国民自由党，ＰＤＬ：民主

自由党，ＰＭＰ：「国民の運動」党，ＦＣ：市民勢力党，

ＡＣＬ：キリスト教自由同盟，ＰＣ：保守党，ＰＲＬ：

改革自由党 

 

■その他 

・８月８日，ブカレスト破棄院（我が国の高裁に相当）

はヴォイクレスクＰＣ名誉党首に１０年間の懲役刑を

言い渡した。ヴォイクレスク名誉党首は，ＩＣＡ（食

品研究所）の民営化にまつわる汚職の罪で起訴されて

おり，破棄院の判決をもって本件は結審した。 

・８月２１日，４年半の実刑判決を受けてジラバ刑務

所に収容中だったナスターセ元首相が釈放された。 

・８月２８日，既に次期ルーマニア中央銀行副総裁に

選出されていたヴォイネア前予算担当相の後任として，

ヴルコフ新予算担当相が就任した。 

 

外政 

■主な要人往来 

・７月１４日，ラインダース・ベルギー外相がルーマ

ニアを訪問し，コルラツェアン外相との間で会談を行

った。 

・７月１６日，バセスク大統領は，ブリュッセルで開

催された臨時欧州理事会に出席した。 

・７月１６－１７日，ポンタ首相は，コルラツェアン

外相等とともにセルビアを訪問し，ポンタ首相は，ニ

コリッチ・セルビア大統領，ヴチッチ・セルビア首相

と，コルラツェアン外相は，ダチッチ・セルビア外相

とそれぞれ会談した。 

・７月１８日，コルラツェアン外相はモンテネグロを

訪問し，ルクシッチ・モンテネグロ外相との間で会談

を行った。 

・７月２２日，バセスク大統領は，ワルシャワで開催

されたＶ４，バルト三国，ルーマニア，ブルガリアに

よる地域首脳会合に出席し，主に次回ＮＡＴＯ首脳会

合について議論した。 

・７月２２日，コルラツェアン外相は，ブリュッセル

で開催されたＥＵ外務理事会に出席した。 

・７月２３日，コルラツェアン外相は，ブリュッセル

で開催された第２０回ＥＵ・ＡＳＥＡＮ外相会合に出

席した。 

・８月１５日，コルラツェアン外相は，ブリュッセル

で開催された臨時ＥＵ外務理事会に出席した。 

・８月２６－２７日，ポンタ首相は，モルドバを訪問

し，レアンカ・モルドバ首相とともにヤシ＝ウンゲニ

間天然ガス・パイプライン開通式に出席した（下記モ

ルドバ関係参照）。 

・８月２７－２８日，ルーマニア大使会議の機会にル

ーマニアを訪問したアシュトンＥＵ外務・安全保障上

級代表は，バセスク大統領及びポンタ首相と会談した。 

・８月２８日，ルーマニア大使会議の機会にルーマニ

アを訪問したゲルマン・モルドバ外相は，コルラツェ

アン外相との間で会談を行った。ルーマニア大使会議

にはパンジキゼ・グルジア外相も出席した。 

・８月３０日，バセスク大統領は，ブリュッセルで開

催された臨時欧州理事会に出席した。 

 

■モルドバ関係 

・８月２７日，モルドバにて，ヤシ＝ウンゲニ間天然

ガス・パイプラインの開通式が行われ，ポンタ首相，

レアンカ・モルドバ首相，エッティンガー・エネルギ

ー担当欧州委員らが出席した。ポンタ首相は，開通式

において，ルーマニアから供給される天然ガスは，モ

ルドバにとってより安価であるだけでなく，モルドバ

がエネルギー供給を絶たれる危険性を払拭するもので

あると述べた。レアンカ首相は，同パイプライン建設

計画は，特定の国に対抗するものではなく，モルドバ

が他国から問題を引き起こされることなく，平等な関

係の維持を可能にさせるものであると述べた。 

 

■ルーマニア大使会議 

・２７日，ルーマニア大使会議（注：同国の国外派遣

大使が一時帰国し，一堂に会する会議）に出席したポ

ンタ首相及びコルラツェアン外相はルーマニア外交の

優先課題に関するスピーチを行ったところ，ポンタ首

相及びコルラツェアン外相発言の概要は次のとおり。 
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【ポイント】 

・ＥＵ及びＮＡＴＯの一員としての一貫した立場及び

米国との戦略的パートナーシップが引き続きルーマニ

アの対外政策の基本であることを確認。 

・モルドバ関係が引き続きルーマニア外交の優先課題

であるとしつつ，ウクライナ，グルジア，西バルカン

諸国の欧州統合支援に意欲を示した。 

・経済外交を重視。日本，韓国，インドに言及しつつ

アジア諸国との関係強化に期待を表明しつつも，特に

中国との経済関係強化を，二国間及びＥＵの文脈にお

いても重視する姿勢を明確に。 

 

【ポンタ首相】 

・我々は今，想像しなかったような危機の中にいる。

そうした危機の時代の中で，ルーマニアはＥＵ，ＮＡ

ＴＯ及び米国にとって信頼できるパートナーであるこ

とを証明してきた。ルーマニアはもはや他者による決

定に従うだけでなく，決定に参加する国となった。 

・来るＮＡＴＯ首脳会合では，ＮＡＴＯ東部方面の強

化，トルコ及びポーランドとの戦略的パートナーシッ

プの強化及びルーマニア国内へのＮＡＴＯの一層強固

なプレゼンスの確保を要請する。ルーマニアは地域に

おける安全保障の提供者となるべき。 

・モルドバ支援はルーマニアの対外政策の最優先事項

であるが，ルーマニアはモルドバだけでなく，ウクラ

イナ，グルジアのほかセルビア，アルバニアや他の西

バルカン諸国の欧州統合に向けた最も強力な擁護者と

なるべき。 

・二国間関係を重視し，政治対話のみならず経済面に

おける協力を促進してもらいたい。 

 

【コルラツェアン外相】 

・米国との二国間関係はルーマニアの対外政策全般の

基礎。他方，米国による査証免除の実現は引き続き二

国間関係における優先事項の一つ。 

・欧州問題に関し，ルーマニアは，欧州統合の深化と

欧州の連帯を実現するため一貫した立場を重視。シェ

ンゲン加入は引き続きルーマニア外交の関心事項であ

り，二段階方式に基づいた問題の解決を期待。 

・ルーマニアは，潜在的な脆弱性を戦略的利点に変え，

地域の安定のために重要な役割を果たすべき。モルド

バはルーマニア対外政策の最優先課題。 

・経済外交は引き続きルーマニア外交の優先事項。中

国との包括的かつ友好的な関係の強化はルーマニアに

とっての優先課題であり，ＥＵ内においてもルーマニ

アはＥＵと中国との戦略的パートナーシップの水準を

さらに高めていくよう主張していく。 

・韓国との戦略的パートナーシップ及び日本とのパー

トナーシップを活発化し実質的なものとすることを望

む。また，インドとの関係を一層深化させることも目

標の一つ。 

・在外ルーマニア人の権益保護を含む領事サービスの

充実に引き続き取り組んでいく。 

 

経済 

■マクロ経済 

・７月１日，国家統計局(ＩＮＳ)は，２０１４年１月

１日現在のルーマニアの人口を，１，９９４万２，６

４２人と発表。前年と比べて０．４％減少。男性は総

人口の４８．８％を占め，９７３万８，４４５人。 

・７月２日，ルーマニアの２０１４年第１四半期のＧ

ＤＰ成長率については，対前年同期比(暫定値)３．８％

を３．９％，対前期比(暫定値)０．１％を０．２％に，

それぞれ上方修正。（ＩＮＳ） 

・７月２日，２０１４年５月の工業製品物価指数は対

前月比で０．３％下落し，対前年同月比で０．８％上

昇。(ＩＮＳ) 

・７月３日，ブリティシュ・ペトロリアム社は，２０

１３年のルーマニアの再生可能エネルギー消費量は１

１０万ＴＯＥ(オイル・トン相当)と発表。２０１２年

から７５．５％増加。世界最大の再生可能エネルギー

消費国は米で，５，８６０万ＴＯＥ。ＥＵ全体では１

億１，０６０万ＴＯＥで，独が２，９７０万ＴＯＥ，

スペインが１，６８０万ＴＯＥ。(アジェルプレス通信) 

・７月７日，２０１４年５月の新規工業受注高(名目)

は，対前月比で０．５％，対前年同月比では０．４％，

それぞれ増加。１～５月の新規工業受注高(名目)は対

前年同期比で７．６％増加。(ＩＮＳ) 
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・７月７日，２０１４年５月の工業売上高(名目)は，

対前月比で２．７％，対前年同期比で１０．９％，そ

れぞれ増加。１～５月の工業売上高(名目)は対前年同

期比で１１．６％増加。(ＩＮＳ) 

・７月１０日，６月末の対前年同月比の消費者物価上

昇率は０．６６％。５月末の０．９４％から低下。(Ｉ

ＮＳ) 

・７月１０日，２０１４年１～５月の輸出は対前年同

期比で，レイ建てで１０．５％増加(ユーロ建てで８．

０％増加)，また，同期の輸入はレイ建てで１０．２％

増加(ユーロ建てでは７．８％)増加し，その結果，同

期の貿易赤字は７億４，４３０万レイ(１億１，７６０

万ユーロ)増加して１０２億１，１１０万レイ（２２億

８，５３０万ユーロ）となった。 (ＩＮＳ) 

・７月１０日，２０１４年１～５月の工業生産高は対

前年同期比で，調整なしでは８．７％，季節・労働日

数調整済みでは１０．１％，それぞれ増加。なお，５

月は対前月比では，調整なしでは３．２％，季節・労

働日調整済みでは２．６％，それぞれ増加。対前年同

月比では，調整なしでは１２．５％，季節・労働日数

調整済みでは１３．３％，それぞれ増加。(ＩＮＳ) 

・数年間の下落が続いていた国外で働くルーマニア人

からの送金が回復し始めた。ルーマニア中央銀行(ＢＮ

Ｒ)は，２０１４年１～５月の合計送金額が，昨年同期

と比べて８．４％増加して，１５億２，０００万ユー

ロになったと発表。主な送金元は独と米。(７月１７日

付アデヴァール紙) 

・７月２３日，ルーマニア商工会議所は，２０１４年

１～５月期のルーマニア・中国間の貿易額が，昨年同

期から２６．６％増加して１６億ドルとなったと発表。

(アジェルプレス通信) 

・７月２４日，２０１３年の農産物生産額は，２０１

２年から２４．５％増加して７８４億レイ(１８０億ユ

ーロ)となり，過去最高を記録した。(ＩＮＳ) 

・国家エネルギー規制局(ＡＮＲＥ)は，２０１４年に

ルーマニアで再生可能エネルギーに２４億ユーロの投

資が行われ，１，６５０ＭＷの新規発電量が見込まれ

るとしていたが，１～５月期には予定の２０％しか投

資が行われていないことが判明した。(７月２９日付ズ

ィアル・フィナンチアル紙) 

・８月４日，２０１４年６月の工業製品物価指数が対

前月比で０．３％下落し，対前年同月比で０．３％上

昇。(ＩＮＳ) 

・８月６日，イサレスクＢＮＲ総裁は，ウクライナ危

機が，インフレ率を最低水準に引下げ，レイ貨高に導

き，外国投資を増大させるなど，ルーマニア経済に驚

くような好影響を与えるであろうと述べた。 

・８月７日，２０１４年６月の新規工業受注高(名目)

は，対前月比で０．２％，対前年同月比では１．４％，

それぞれ増加。１～６月の新規工業受注高(名目)は対

前年同期比で６．６％増加。(ＩＮＳ) 

・８月７日，２０１４年６月の工業売上高(名目)は，

対前月比で１．６％減少，対前年同期比で６．８％増

加。１～６月の工業売上高(名目)は対前年同期比で１

０．８％増加。(ＩＮＳ) 

・８月８日，ルーマニアにおける２０１４年上半期の

自動車・バイクの売上高は，前年同期比で２．３％(名

目)，２．２％(実質)増加した。(ＩＮＳ) 

・ロシアはＥＵ及び米による制裁に対する対抗措置と

してＥＵ及び米からの食品の輸入を禁止した。２０１

４年上半期には，ロシアはルーマニアにとって輸出の

３．１％を占め，８番目に大きな輸出相手国。財の貿

易で見れば，今年第１四半期には，前年同期と比べて

１８．５％増加して３億９，１２０万ユーロの輸出を

行った。ロシア向けの輸出の約１０％に当たる４，０

８０万ユーロを食品(肉，肉製品，卵，魚，穀物，野菜

及び果物など)及び動物が占めている。(８月８日付ア

デヴァール紙) 

・８月１１日，７月末の対前年同月比の消費者物価上

昇率は０．９５％。６月末の０．６６％から上昇。(Ｉ

ＮＳ) 

・８月１１日，２０１４年１～６月の工業生産高は対

前年同期比で，調整なしでは９．１％，季節・労働日

数調整済みでは１０．４％，それぞれ増加。なお，６

月は対前月比では，調整なしでは１．０％，季節・労

働日調整済みでは０．７％，それぞれ減少。対前年同

月比では，調整なしでは１０．４％，季節・労働日数

調整済みでは１１．５％，それぞれ増加。(ＩＮＳ) 
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・８月１１日，２０１４年１～６月の輸出は対前年同

期比で，レイ建てで９．５％増加(ユーロ建てで７．６％

増加)，また，同期の輸入はレイ建てで９．９％増加(ユ

ーロ建てでは８．０％)増加し，その結果，同期の貿易

赤字は１４億８，８３０万レイ(２億９，８８０万ユー

ロ)増加して１２６億１，９８０万レイ（２８億３，３

５０万ユーロ）となった。 (ＩＮＳ) 

・８月１４日，２０１４年第２四半期のＧＤＰ成長率

(速報値)は，２０１４年第１四半期と比べて１．０％

（季節調整後）低下。２０１２年第３四半期以来初め

ての対前期比でマイナスのＧＤＰ成長率となった。な

お，前年同期比では，１．２％（季節調整前），１．

４％（季節調整後），それぞれ上昇した。 

また，２０１４年上半期のＧＤＰ成長率は，前年同期

比で，２．４％（季節調整前），２．６％（季節調整

後），それぞれ上昇した。（ＩＮＳ） 

 

■ＩＭＦ，国際機関関係 

・７月１日，バセスク大統領は，３月５日にルーマニ

ア政府が署名し，同２６日にＩＭＦが承認したLetter 

of Intentを承認する法律に署名した。(アジェルプレ

ス通信) 

・欧州基金省は，６月３０日現在のルーマニアの欧州

基金吸収率が，６月６日から０．６７％ポイント上昇

して３６．０３％になったと発表。(７月７日付アジェ

ルプレス通信) 

・７月１５日，イサレスクＢＮＲ総裁は，ユーロ圏加

入及びそのための国家計画策定を支持しているが，２

０１９年までに達成することは極めて困難と考えてい

る旨発言。(アデヴァール紙) 

・７月２４日，ルス運輸相は民放RealitateaTVに出演

し，２０２０年までにルーマニアは道路と鉄道のため

に７２億ユーロの欧州基金を獲得する旨発言。交通マ

スター・プランの発表は９～１０月頃になり，コンス

タンツァ港の管理もルーマニア政府が継続して行う

(少なくとも５１％以上の株式を保有し続ける)とも発

言。(アジェルプレス通信) 

・８月６日，欧州委員会は，２０１４年～２０２０年

のルーマニアとのパートナーシップ協定を承認した。

同協定は，２０１４年～２０２０年に，２３０億ユー

ロの欧州基金をルーマニアが適切に使用するための道

筋を示すものである。さらに，ルーマニアには，農村

開発のために８０億ユーロ及び漁業・海洋開発のため

に１億６，８００万ユーロも割当てられる。（アデヴ

ァール紙） 

・８月１８日，イサレスクＢＮＲ総裁は，ルーマニア

が２０１９年にユーロ圏に加入するためには，必要な

改革が政治的な変化に影響されないで実施されること

を確保するために，その目標を法律で定める必要があ

ると述べた。 (ズィアル・フィナンチアル紙) 

 

■産業界の動向 

・７月７日，ルノー日産グループは，今年上半期のダ

チア車の販売台数が対前年同期比で２４．３％増加し

て，２６万３，１１０台となったと発表。(ナイン・オ

クロック紙) 

・イタリア系エネルギー企業であるエネル社がルーマ

ニア及びスロバキアの配電・売電資産売却を決定し，

中国企業が買収に関心を示している。エネル社のルー

マニアにおける２０１３年の顧客数は２６０万件で，

売上高は１１億ユーロ，利益は２億８，９００万ユー

ロ。 (７月１４日付ズィアル・フィナンチアル紙) 

・７月２３日，エネルギー庁は，エネル社がルーマニ

アの配電・売電資産売却を決定したことに関して，ル

ーマニア政府が，国際商業会議所（ＩＣＣ）の国際仲

裁裁判所へ仲裁を申し立てる旨プレスリリースを行っ

た。 

・自動車生産輸入業業者(ＡＰＩＡ)は，ダチア社とフ

ォード社が，ルーマニアにおいて今年上半期に２１万

５１９台の自動車を生産したと発表。対前年同期比で

６％減少。一方，同期の輸出は対前年同期比で２．５％

増加。(７月２５日付ズィアル・フィナンチアル紙) 

・ＥＵクラスター観測所は，２０１３年の自動車生産

台数について，ルーマニアは４１万９９７台の生産で，

チェコ，スロバキア及びポーランドに次いで，ヨーロ

ッパのエマージング諸国の中で４位になったと発表。

(８月１１日付アジェルプレス通信) 

・自動車生産輸入業業者(ＡＰＩＡ)は，ルーマニアに
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おいて２０１４年１～７月に，対前年同期比で８．８％

減少して，２４万６，２２７台の自動車が生産された

と発表。一方，同期の輸出台数は対前年同期比で１．

１％増加して，２２万７，８６７台，同期の輸入台数

は対前年同期比で２６．２％増加して，４万１，５３

１台。(８月１９日付ズィアル・フィナンチアル紙) 

・８月２５日，国家商業登記所は，ルーマニアにおけ

る２０１４年１～７月の倒産件数が昨年同期と比べて

１３．３７％低下して，１万５，１２４件となったと

発表。(アデヴァール紙) 

 

■投資関連動向 

・住友電装がワイヤーハーネスの新工場をドロベタ・

トゥルヌ・セヴェリンで開所した。８月１８日から生

産を開始する。従業員数は今年秋には５００人となる

見込み。(７月４日付ズィアル・フィナンチアル紙) 

・シェヴロン社は，２か月間にわたり３，０００ｍを

掘削して行った試掘の結果，プンゲシュティ(バスルイ

県)におけるシュールガスの開発を継続することを決

定した。今後の分析の結果で，最終的な商業化の可能

性が判明する。(７月１０日付ナイン・オクロック紙) 

・ＯＭＶペトロム社及びエクソンモービル社は，黒海

沿岸から６０キロメートル離れた場所にある調査用の

油井マリーナ１で，新たな油田を発見した。同社はマ

リーナ１の結果を詳しく分析し，商業化の可能性につ

き判断する。油田から石油生産を開始するにはドリル

を含む設備を開発する必要があり，商業化するとして

も３～４年後になると見られる。（７月１６日付アジ

ェルプレス通信） 

・７月２９日，丸紅株式会社とELCEN(ブカレスト発電

所株式社)は，１億７，０００万ユーロを投じてフント

ゥネレ(ムレシュ県)でガス焚き火力発電所を建設する

契約を締結した。(ズィアル・フィナンチアル紙) 

・Ernst&Young 社は，ルーマニアが中・東欧地域の中

で外国人投資家にとって３番目に魅力のある市場であ

ると発表。ルーマニアはウクライナを抜き，ポーラン

ド，チェコに次ぎ３位となった。(７月２９日付ズィア

ル・フィナンチアル紙) 

・国家商業登記所（National Office of the Trade 

Register）は，２０１４年前半のルーマニアにおける

外資系企業の総資本額，企業数等につき発表。２０１

３年１２月末から２０１４年６月末までに外国資本企

業数は１．６％増加し，１９５，５３９社となった。

また，発行済み株式（資本金）は，同期間に３．２％

増加して，３８９億９００万ユーロとなった。 

 外国資本企業を，投資額の多い順番に，国別でみた

場合は次のとおり。 

(1)オランダ    76億9,100万ユーロ， 4,523社 

(2)オーストリア  50億3,000万ユーロ， 6,783社 

(3)独        44億4,400万ユーロ， 20,401社 

(4)キプロス   25億5,600万ユーロ， 5,495社 

(5)仏      21億2,900万ユーロ， 7,802社 

(6)伊      17億4,300万ユーロ， 38,324社 

(7)ギリシャ   16億9,500万ユーロ， 5,903社 

（８月５日付アジェルプレス通信） 

 

■公共政策 

・７月４日，ブカレスト証券取引所において，エレク

トリカ社（当地配電会社，国営企業）株式の取引が開

始された。なお，エレクトリカ社は，ルーマニア政府

とＩＭＦの協議に基づき，６月１６日から２５日にか

けての新規株式公開（ＩＰＯ）で，同社株式５１％を

売却しており，２１％が個人投資家，７９％が大口投

資家（ＥＢＲＤを含む）に割り当てられた。(７月７日

付ナイン・オクロック紙) 

・７月２４日，加企業SNC Lavalin社の子会社である

カンドゥ・エネルギー社と中広核工程社（China 

Nuclear Power Engineering Company）は，チェルナヴ

ォーダ原子力発電所原子炉第３及び第４号基建設に関

する拘束力のある協力同意書（binding and exclusive 

cooperation agreement）に署名した。(ズィアル・フ

ィナンチアル紙) 

・ルーマニア国営企業ヌクレアルエレクトリカ社は，

チェルナヴォーダ原子力発電所原子炉第３号及び第４

号基建設にむけて，同計画を監督するための共同企業

（Joint Venture）を設立し，この共同企業の株式５

１％を民間投資家に販売する意向である旨発表した。

同社は，共同企業設立のため２億ユーロを投資する予
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定。 

（８月１２日付ズィアル・フィナンンチアル紙） 

・８月２５日，ヌクレアルエレクトリカ社の株主特別

総会において，同社が，チェルナヴォーダ原子力発電

所原子炉第３号及び第４号基建設会社に対し，最大２

百万ユーロを出資することが承認された。同建設会社

の株式に関して，ルーマニア政府及びヌクレアエレク

トリカ社の合計保有株式が最低でも３０％以上(最大

４９％まで)となる計画。(アジェルプレス通信) 

 

■財政政策 

・７月２２日，ユーロスタットは，２０１４年第１四

半期のルーマニア政府の債務が２，４７９億２，１０

０万レイで，対ＧＤＰ比で３９％と発表。なお，ＥＵ

２８か国の平均は対ＧＤＰ比で８８％，ユーロ圏の平

均は９３．９％。 

・公共財務省は６月末の財政赤字が対ＧＤＰ比で０．

５％となったと発表。税収は年率で２．９％増加し，

支出は０．３％減少した。(７月２８日付ナイン・オク

ロック紙) 

・７月２８日，ポンタ首相は，政府予算の第１回見直

し結果を発表した。今年後半に，公共財務省と環境・

気候変動省のみが予算を削減された。主な省の追加予

算配分は次のとおり。 

(1)保健省  4億8,900万レイ 

(2)国防省  4億レイ 

(3)経済省  3億レイ 

(4)運輸省  3億5,600万レイ 

(5)教育省  1億5,000万レイ 

・８月２５日，ペトレスク公共財務相は，７月末の財

政赤字が，対ＧＤＰ比で０．２％となったと発表。昨

年同期には対ＧＤＰ比で１．０％，今年上半期には同

０．５％。今年末の目標は同２．２％。(アジェルプレ

ス通信) 

 

■金融等 

・７月１日，２０１４年６月末の外貨準備高は，３１

２億３，６００万ユーロ（５月末の３０６億８，１０

０万ユーロから増加），金準備高は１０３．７トンで

不変。(ＢＮＲ) 

・ルーマニアの資産規模から見た１０大銀行は次のと

おり。（７月９日付ズィアル・フィナンチアル紙） 

(1)ＢＣＲ 

(2)ＢＲＤ 

(3)Banca Transilvania 

(4)Raiffeisen Bank 

(5)ＣＥＣ Bank 

(6)Unicredit Tarac Bank 

(7)ＩＮＧ Bank 

(8)Alpha Bank 

(9)Volksbank 

(10)Bancpost 

・７月１４日，２０１４年１～５月の経常収支等につ

いて次のとおり発表。(ＢＮＲ) 

(1)経常収支は３億５，１００万ユーロの赤字。なお，

前年同期には１億９，１００万ユーロの黒字。 

(2)外国直接投資(ＦＤＩ)は，１０億９，１００万ユー

ロで，前年同期比で１３．９％増加。 

(3)中長期対外債務は，２０１３年末から１．０％減少

して，７６１億１，５００万ユーロとなった(対外債務

全体の８０．９％) 。 

(4)短期対外債務は，２０１３年末から６．３％減少し

て，１７９億４，９００万ユーロとなった(対外債務全

体の１９．１％) 。 

・７月２３日，２０１４年６月末の民間ローンが，年

率(名目)で３．９％(実質で４．５％)減少したと発表。

なお，レイ貨建てローンは７．３％(実質で６．６％)

増加したが，外貨建てローンが１０．７％(レイ貨換算)

減少した。(ＢＮＲ) 

・７月２５日，２０１４年６月末のレイ貨建ての支払

遅延債務は１２６億８，０００万レイとなり，５月末

と比べてで４．８４％減少。外貨建ての支払遅延債務

は１８６億レイ相当で，５．５％減少。(ＢＮＲ) 

・８月１日，２０１４年７月末の外貨準備高は，３０

９億８００万ユーロ（６月末の３１２億３，６００万

ユーロから減少），金準備高は１０３．７トンで不変。

(ＢＮＲ) 

・８月４日，ＢＮＲは政策会合を開催し，政策金利を
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年率３．５％から３．２５％に引き下げる旨決定し，

５日から実施。また，２０１４年末の対前年比インフ

レ年率を２．２％，２０１５年末を３．０％として，

５月の予想から大幅に下方修正した。(ＢＮＲ) 

・８月１３日，２０１４年１～６月の経常収支等につ

いて次のとおり発表。(ＢＮＲ) 

(1)経常収支は８億７，８００万ユーロの赤字。なお，

前年同期には１億２，３００万ユーロの黒字。 

(2)外国直接投資(ＦＤＩ)は，１１億９，２００万ユー

ロで，前年同期比で１０．３％減少。 

(3)中長期対外債務は，２０１３年末から２．１％減少

して，７５３億１００万ユーロとなった(対外債務全体

の８１．０％) 。 

(4)短期対外債務は，２０１３年末から６．３％減少し

て，１７６億５，７００万ユーロとなった(対外債務全

体の１９．０％) 。(ＢＮＲ) 

・８月２６日，２０１４年７月末の民間ローンが，年

率(名目)で３．４％(実質で４．３％)減少したと発表。

なお，レイ貨建てローンは８．６％(実質で７．６％)

増加したが，外貨建てローンが１０．８％(レイ貨換算)

減少した。 

 

■労働・年金問題等 

・７月１日，ＩＬＯ基準による２０１４年５月末の失

業率を７．３％と発表。対前月比で０．２％ポイント，

対前年同月比で０．１％ポイント，それぞれ上昇。（Ｉ

ＮＳ） 

・７月７日，２０１４年５月の平均月給(名目)は２，

３２８レイ(約５２９ユーロ)で，対前月比２．８％減

少。また，平均月給(手取り)は１，６８２レイで，対

前月比５３レイ(３．１％)減少。なお，平均給与(手取

り)が最も高かった業種は石油・天然ガス採掘業(５，

５１２レイ)で，反対に最も低かったのは宿泊・飲食業

(９５９レイ)。(ＩＮＳ) 

・Ernst&Young社とブカレスト経済大学(ASE)は，２

０１４年第１四半期にはルーマニアの若年失業率は２

７．５％に達したと発表。また，ルーマニアの大学生

の５２％は今後２年以内に自分で事業を興したいと考

えている。(７月３１日付ナイン・オクロック紙) 

・７月３１日，ＩＬＯ基準による２０１４年６月末の

失業率を７．１％と発表。対前月比で０．２％ポイン

ト，対前年同月比で０．３％ポイント，それぞれ低下。

（ＩＮＳ） 

・８月６日，２０１４年６月の平均月給(名目)は２，

３３４レイ(約５３０ユーロ)で，対前月比０．３％増

加，対前年同月比５．０％増加。また，平均月給(手取

り)は１，６８７レイ(約３８３ユーロ)で，対前月比５

レイ(０．３％)増加。なお，平均給与(手取り)が最も高

かった業種は石油・天然ガス採掘業(４，７０７レイ)

で，反対に最も低かったのは宿泊・飲食業(９８１レイ)。 

(ＩＮＳ) 

・８月２９日，ＩＬＯ基準による２０１４年７月末の

失業率を７．０％と発表。対前月比で０．１％ポイン

ト，対前年同月比で０．３％ポイント，それぞれ低下。

（ＩＮＳ） 

 

■格付（２０１４年７月３日付） 

Fitch  外貨建長期(国債)  BBB－ (安定的） 

    自国通貨建長期  BBB  (安定的) 

 

S & P  外貨建長期      BBB－（ポジティブ） 

        自国通貨建長期   BBB－（ポジティブ） 

 

JCR  外貨建長期     ＢＢＢ－ (安定的） 

        自国通貨建長期  ＢＢＢ （安定的） 

（内はアウトルック） 

 

我が国との関係 

■栄典関係 

・７月１１日，日本ルーマニア音楽協会会長の嶋田和

子氏と指揮者の及川光悦氏に対し，各人の音楽等をと

おした両国文化関係の強化への貢献を称え，バセスク

大統領からルーマニア文化勲章が授与された。 

・７月２４日，１９９４年から２０年に亘って国立ト

ゥルグ・ムレシュ交響楽団で常任指揮者を務める尾崎

晋也氏に対し，日本とルーマニアの相互理解の促進へ

の貢献を称え，平成２６年度日本国外務大臣表彰が授

与された。 
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■議員交流 

・７月１２日，ドゥブロブニクで開催されたクロアチ

ア・フォーラムに参加した牧野外務大臣政務官（当時）

はコルラツェアン外相と短時間会談した。 

・８月２１－２３日，松本純議員（自民），小沢鋭仁

議員（維新），うえの賢一郎議員（自民），橋本岳議

員（自民）をメンバーとする衆議院政治経済事情調査

議員団がルーマニアを訪問。２２日にはミハイレス

ク・ルーマニア日本友好議連会長と両国間の経済関係

の強化等に関し，意見交換を行った。 

・８月２２日，ルーマニア議会宮殿において，ＩＰＣ

ＮＫＲ(北朝鮮難民と人権に関する国際議員連盟)第１

１回総会が開催され，日本から中川正春衆議院議員，

渡辺周衆議院議員及び白眞勲衆議院議員(いずれも民

主党)が出席した。 


